
増田館跡（熊谷市） 築城年代：室町時代、築城者：増田重富

　ここは文殊寺/ここが増田館跡という



　正面は仁王門



　　　　仁王門/江戸時代中期の再建/熊谷市指定文化財





　　　　　境内側からみた仁王門





　　　　　こちらに説明板が立つ







　　　　　　文殊寺部分のアップ



更に境内を進もう



　　六地蔵



　　　鐘楼門





　　正面が本堂



　左手が本堂







　　　さて、これは境内のエリアを南西側から見たところ/右手が寺域の南西角



　　　　　更に左手を見たところ



　　　　　　　これは境内のエリアの南西角から北方向を見たところ/道に沿って高まりが延びている



　　　この高まりが増田館の土塁



　　こんな風に道に沿って延びている



　　これは反対に南方向を見たところ/当時は道路を越えて更に向こうのエリアまで土塁が続いていたようだ



　　　　　　さて、土塁に沿って北方向へ進んでみよう



　　土塁はこんな風に続いている



　　　　　土塁の向こうはこんな具合の堀となっている



　　　　　　これはそこで振り返って南方向を見たところ



　　　　　　　途中、土塁越しに境内に高まりがあった



　境内側（郭に相当する）から見るとこんな感じ/何であろうか



　　更に進むと境内への進入路があった/境内側から進んできた道路を見たところ



　右手（北方向）を見ると堀跡は更に続いている/左手が道路



　　そして堀跡はこの先で右手（東方向）へクランクしている



　　これが寺域の北西の角で、右手から続く土塁・堀跡は直角に折れて向こう（東方向）へと延びている



　　そのコーナーをアップで見たところ



　　これが寺域の北側で、東方向に延びる土塁・堀跡/右手が境内で左手は道路



　これが境内のエリアの北西角を見たところ/向こうが東方向



　　土塁の上から東方向を見たところ



　　堀跡から東方向を見たところ



　　道路から見た土塁はこんな感じ



　　土塁越しに境内方向を見たところ



　途中、土橋のようなところがあった/向こうが境内（郭に相当）



　　　　　大分進むとここにも境内への進入路があった



　　　これはその進入路から西方向（進んできた方向）を見たところ/左手が境内



　　　　　これは振り返って東方向を見たところ/竹藪になってしまっているが堀跡は続いているようだ



　　更に東方向へ進むともう一つ境内への進入路があった



　　　　　　　これは右手（西方向）の竹藪を見たところ



　　　　竹藪の中を覗いてみると堀跡の名残りが見える



　　　　　　　これは左手（東方向）の竹藪を見たところ



　　段々と堀跡らしさが無くなっている



　これはその先で竹藪が終わっており、このコーナーが境内のエリアの北東角のようだ



　　　　　　　これは道路から竹藪の中を覗いたところ



　さて、境内にはさまざまな石造物があった/歴代の住職の墓



　　　　　「開山歴住之碑」とある



　　芭蕉翁塚





　　　　　　まだまだ沢山あった
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